
10月13日（日）～14日（月・祝）の二日間、労山女性
委員会が主催した「第１３回東日本女性登山交流集
会」が、福島県・南会津町の『会津高原リゾートイン
台鞍』で開かれました。ここは、会津田島駅から車で
20分、標高880ｍの高原スキー場で、近くには駒止
湿原もあります。参加者は東北、関東、新潟の12都
県41会から159名でした。

集会は、東日本大震災の被災に加え、汚染水漏れ
がますます深刻になっている原発事故のなかで、福
島の苦渋を忘れず、再生に少しでも役立てばと開か
れました。東北での開催は、昨年の山形集会に続い
て、2年連続です。

一日目は、各会で自主的に交流登山を行いました
が、主管の福島県連がサポートする南会津の名峰、
斉藤山1278ｍと七ヶ岳1635ｍに人気が集まりまし
た。天気はあいにくの雨模様でしたが、頂上では眺め
が開け、紅葉が始まった南会津の山々や那須の茶臼
岳など、眺望を満喫しました。

心身ほぐれて下山。一同が集まったのは会場とな
る『会津高原リゾートイン台鞍』です。夕食からの交
流会は、いつもながら歌や踊りのお国自慢で盛り上
がりました。
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二日目、最初の1時間は女子美術大学名誉教授の
石田良恵さんが指導する「山筋ゴーゴー体操」で
す。その後、福島大学の清水修二教授（地方財政論
専攻）に「福島の再生を語る」と題して講演をお願
いしました。清水教授は、福島県民は自分たちが
使ったのではない電力のための原発事故で、日々、
体内外の低線量被爆にさらされていること、チェル
ノブイリ事故の教訓にも学びながら、「復興のため
何が必要か」「子どもたちをどう守るか」の道筋を
作っていくことが大切であると語りました。全国連
盟女性委員会はプレ学習会の中で、食物を通じた

内部被ばくの恐ろしさを痛感していただけに、大き
な衝撃をもたらしました。

続いて、福島県連事務局長の和泉功さん（福島登
高会）から「原発事故後の福島の山のレポート」が
あり、福島の山で線量測定を2011年10月から2013
年9月までの2年間に143回実施したとの報告で、地
道な活動に感動しました。集会成功へと取り組まれ
た福島県連の皆さんに深く感謝し、「福島を忘れま
い！そして、福島の山へ登ろう！」と意を新たにしま
した。
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